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３つの取組方針を支える企業の安定経営に向けた取組方針

１．三重県建設産業活性化プラン２０２４
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説
明
内
容



三 重 県
Mie Prefecture

取組方針２ 労働環境の改善

取組指標 現状値
(令和4年度)

目標値
令和6年度

目標値
令和７年度

目標値
令和８年度

目標値
令和9年度

46

２．令和６年度取組 【取組方針２ 労働環境の改善】



労働環境の改善の取組（令和５年度）

建設企業発注者協議会三重県部会
地域分科会

労働局と連携し、週休２日を含めた適正工期
の確保等について、建築確認審査機関を通じ
て民間企業（発注者） に周知を依頼

建設業界全体への取組促進

県内の１９市町の幹部職員を訪問し、週休２日等
の取組の推進を要請

県職員
市町職員

労働局

建築確認審査機関

民間工事への取組促進市町の取組促進

県発注工事の週休２日制の推進

• 業界と連携し目標を定め段階的に
取組を拡大

• 全ての発注工事（閉所困難工事を
除く）において４週８休を条件に
発注

• 県土整備部発注工事のうち、９６
％が４週８休を達成

（ロードマップ）

２．令和６年度取組 【取組方針２ 労働環境の改善】



時間外上限規制、担い手確保に対応するため業界全体で週休２日を定着!
＜取組施策① 週休２日制の定着＞
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４週８休達成状況

（県土整備部）
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＜休日の質の向上＞
• 県土整備部の全ての工事を

工期単位から月単位の４週８休へ（R6.7～）
• 現場閉所困難工事において、交替制を導入

（令和６年度中）

県発注工事の取組の深化

４週８休が定着
次のステップへ

％

業界全体（市町・民間）
の取組を促進

業界全体に取組を促進

市町幹部への取組要請 労働局と連携した建築
確認審査機関への周知

県職員
市町職員

（速報値）

定着していない

発注者協議会三重県部会
市町へのフォローアップ

２．令和６年度取組 【取組方針２ 労働環境の改善】

週休２日制工事（４週８休）達成率＝４週８休を達成した工事件数/月２回土日完全週休２日制工事件数
市町の週休２日制工事発注率
＝全市町の週休２日制設定工事件数/全市町の発注工事件数（現場閉所困難工事除く）

工期単位の
４週８休

労働局

確認円滑化対策連絡協議部会

建築確認審査機関



月単位の週休２日制工事
＜取組施策① 週休２日制の定着＞

これまで（工期全体） 月単位

県職員
市町職員

発注者協議会三重県部会
市町へのフォローアップ
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労働局

確認円滑化対策連絡協
議部会

ⓐ月 ⓑ月 ⓒ月 ⓓ月

対象期間

【「４週８休以上」の現場閉所達成の考え方】

対象期間中（全体）で４週８休以上（現場閉所日数/対象期間日数 = 
２８．５％以上）

⇒対象期間全体の補正係数で算定（当初積算時に計上）

【工事成績評定の考え方】

指定土日を現場閉所し、かつ、４週８休以上の現場閉所が達成でき
た場合に加点評価

全体で４週８休以上

ⓐ月 ⓑ月 ⓒ月 ⓓ月

対象期間

月単位（ⓐ月）

４週８休以上

月単位（ⓑ月）

４週８休以上

月単位（ⓒ月）

４週８休以上

月単位（ⓓ月）

４週８休以上

【「４週８休以上」の現場閉所達成の考え方】

①すべての月で４週８休以上（現場閉所日数/対象期間日数 = 
２８．５％以上）

⇒月単位の補正係数で算定（当初積算時に計上）

②対象期間中（全体）で４週８休以上（現場閉所日数/対象期間日
数 = ２８．５％以上）

⇒対象期間全体の補正係数で算定

（月単位の週休２日達成が困難な場合：変更契約で対応）

【工事成績評定の考え方】

指定土日を現場閉所し、かつ、①又は②の４週８休以上の現場
閉所が達成できた場合に加点評価



労働者の労働時間削減に寄与する取組を促進!
＜取組施策② 施工管理の分業化・効率化＞

バックオフィスの導入促進

・バックオフィス説明会の開催
導入検討企業に向け概要・効果を説明

・バックオフィスの導入を支援
導入に向けたサポートを実施

新しい働き方としてバックオフィスの
導入を後押し

遠隔臨場・ＡＳＰの推進

遠隔臨場・ＡＳＰを積極的に活用し
労働時間の短縮を後押し

・ 市町発注工事の導入を支援

(出典):新潟県ＨＰ

◎バックオフィス
• 技術者が現場で行っていた、施工管理等の書類作成を会社内の別の担
当者が支援し作業を分業化

• 現場技術者の負担を軽減し、作業の効率化と就労時間の短縮に効果的

２．令和６年度取組 【取組方針２ 労働環境の改善】

バックオフィス
作業イメージ



建設ＤＸを知る機会を創出し建設現場の活用を促進！

説明会ポスター

＜取組施策① 建設ＤＸの導入 ＞

市町への建設ＤＸ活用への理解拡大と支援建設企業向け 建設ＤＸ促進説明会

・発注者協議会によるフォローアップ
・ＩＣＴ活用工事等の要領策定を促進

市町職員にＡＳＰと遠隔臨場について説明

ＩＣＴ活用工事（３次元設計データ）ＩＣＴ活用工事（ＩＣＴ建機施工）

説明会参加募集ポスター（三重県）

離島でも遠隔臨場ができることを確認

・新規開催予定
対象:バックオフィスの導入

を検討している経営者

開催内容（予定）
・情報共有システム（ＡＳＰ）の活用について
・建設現場における遠隔臨場について
・ＩＣＴ活用工事の取り組み状況について
・ＩＣＴ活用工事のアンケート分析について
・意見交換
・ＩＣＴ活用工事の事例紹介
・質疑応答
・バックオフィスの紹介

・県内１０会場で開催予定
対象:ＤＸ導入を検討している技術者
ＣＰＤＳ:３ユニット付与

開催内容（予定）
・バックオフィスの概要
・バックオフィスの効果
・導入企業の成功事例紹介

〈取り組みの視点〉
・バックオフィスは、複数現場のルーチ
ン業務などを担えるため現場の負担
軽減に有効

・建設業での新しい働き方として建設
業のイメージアップにも効果的。

・企業規模に合わせ、バックオフィスが
担う役割を設定し導入すると効果的

２．令和６年度取組 【取組方針３ 生産性の向上】

バックオフィス説明会



自社でＩＣＴ活用工事が完結でき、ＡＳＰ、遠隔臨場も活用できるＤＸ人材を育成！

３Ｄ-ＣＡＤソフトの操作研修

ＵＡＶによる起工測量研修

遠隔臨場の実践

＜取組施策② 建設ＤＸの活用 ＞

設計段階で作成された
３次元モデルなどを活用 R６～試行

伊賀白鳳
高校

R３～試行

※BIM/CIM：建設事業で取扱う情報をデジタル化することで、調査・測量・設計・施工・維持管理等の建設事業の各段階
に携わる受発注者のデータ活用・共有を容易にし、一連の建設生産・管理システムの効率化を図る

モバイル端末による出来形管理 スキャナで鉄筋間隔を自動計測し画面表示 ゴーグルにより建設現場を疑似体験

建設企業向け 建設ＤＸ講習会 ＢＩＭ／ＣＩＭの活用支援

＜取組施策③ 建設ＤＸの持続的な推進 ＞
あらゆるＤＸにより生産性を向上!

汎用モバイル機 ＶＲ体験状況ＡＲ配筋検査

新技術の活用

講習会内容
・ＩＣＴ活用工事「３次元起工測量」
・ＩＣＴ活用工事「３次元データ作成」
・遠隔臨場の操作研修
・ＡＳＰの操作研修
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三 重 県
Mie Prefecture３ 地域を支える建設業の活性化に向けて


